
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年 

第 130 号 

第

45

回
掛
合
町 

元
旦
マ
ラ
ソ
ン 

新
年
元
旦
、
今
年
も
恒
例
の
掛
合
町
元
旦
マ
ラ
ソ

ン
が
行
わ
れ
、
今
年
で
４５
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。 

こ
の
マ
ラ
ソ
ン
は
雲
南
市
体
育
協
会
掛
合
支
部

（
支
部
長 

渡
辺
重
光
）
の
主
催
で
行
わ
れ
て
お

り
、
掛
合
自
治
振
興
会
体
育
部
も
役
員
と
し
て
携
わ

っ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
は
毎
年
お
馴
染
み
の
掛
合
交

流
セ
ン
タ
ー
前
を
ス
タ
ー
ト
し
て
ゴ
ー
ル
の
挟
長

神
社
ま
で
の
約
３
キ
ロ
と
約
１
キ
ロ
を
選
択
し
て

走
り
ま
す
。 

例
年
、
掛
合
町
内
在
住
の
方
を
中
心
に
約
１００
名

の
参
加
が
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
年
末
か
ら
降
り
積

も
っ
た
雪
、
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
も

あ
っ
て
か
４０
名
程
度
の
参
加
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。 参

加
者
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
挟
長
神
社
で
揃

っ
て
参
拝
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
今
年
に
む
け
て
の
祈
願

を
行
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。 

ど
う
か
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
い
つ
も
通

り
の
日
常
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

 

健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
心
配
し
な
が
ら
の

一
年
で
し
た
。
掛
合
自
治
振
興
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
4
月

の
総
会
を
書
面
決
議
で
の
実
施
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
事
業
も
運
営
委
員
会
に
お
い
て
協
議
し
、
様
々
な
感

染
予
防
策
で
対
応
し
な
が
ら
実
施
出
来
た
事
業
、
ま
た
実
施

を
断
念
し
た
事
業
が
あ
り
、
当
初
の
計
画
通
り
い
か
な
い
事
は

残
念
な
事
で
し
た
。 

し
か
し
、
こ
の
様
な
状
況
に
於
い
て
も
リ
モ
ー
ト
講
演
会
な
ど

新
し
い
試
み
を
実
施
出
来
た
事
は
、
今
後
の
事
業
の
在
り
方
を

考
え
る
良
い
機
会
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
の
中
で
地
域
の

方
と
の
連
携
・
ふ
れ
あ
い
、
掛
合
出
身
者
の
方
と
の
つ
な
が
り
が
よ

り
一
層
大
切
な
事
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

本
年
も
つ
な
が
り
を
求
め
福
祉
・
防
災
事
業
、
毎
年
好
評
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

職
員
・
役
員
共
々
掛
合
自
治
振
興
会
の
更
な
る
発
展
の
為
努

力
す
る
次
第
で
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
を
願
い
な
が
ら
の
一
年

に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
更
な
る
ご
提
案
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

皆
様
と
「
掛
合
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
感
じ
る
こ
と
の
出
来

る
地
域
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

掛
合
自
治
振
興
会 

会
長 

松
村
治
香 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1）右のエピソード【場面①】の話を聞いて、思ったこと、考えたことを

書いてみましょう。 (いろいろな人の気持ちを想像して) 

２) 【場面②】の話を聞いて、あなたなら近所の人にどの様に答えるかを

書いてみましょう。 

(なぜそのように答えようと思ったか、理由も考えてみましょう) 

①新型コロナウィルスの流行により差別される側の人たちがいます 

中国や外国にルーツのある人・感染者やその家族・感染者が所属する職

場や学校・特定の職業に就いている人(医療従事者、運送業者)・自粛要

請に応じない業者や個人・県外からの来県者 

②新型コロナウィルス禍でおきている人権問題が起きています 

・ネット上の人権侵害  

(感染者の特定、個人情報さらし、誹謗中傷、デマ情報の拡散) 

・日常生活からの排除 (出勤拒否、登園投稿拒否、乗車拒否、入店拒否、

デマによる店への被害、学校・職場でのいじめ) 

・「自粛警察」という名の攻撃 

新型コロナウィルスには「３つの感染症」という顔があります。 

＜日本赤十字社発行より＞ 

第１の感染症「病気」 ⇒ 第２の感染症「不安」 ⇒ 第３の感染症「差別」

⇒「病気」「不安」「差別」 

第１の感染症「病気そのもの」 ⇒ 第２の感染症「不安と恐れ」 ⇒ 第３

の感染症「嫌悪・偏見・差別」３つの感染症は繋がっています。 

第１の感染症を防ぐために  ⇒ 一人一人が衛生行動を徹底しましょう 

「手洗い」「咳エチケット」「人ごみを避ける」 

第２の感染症に振り回されないために 

⇒ 不安や恐れは「気づく力」「聴く力」「自分を支える力」を弱めます。

「気づく力を高める」「聴く力を高める」「自分を支える力を高める」 

第３の感染症を防ぐために 

⇒ みなさんそれぞれの場所で感染を拡大しないように頑張っていま

す。{小さな子どもの居る家庭、高齢者、治療を受けている人と家族、医

療従事者、社会を支えている人} この事態に対応しているすべての

方々をねぎらい、敬意をはらいましょう。 

 

あなたはどう考えますか？ 誰もが掛かりえる感染を！ 

「新型コロナウィルス感染症から人権について考える」  ～誰もが安心して暮せるために～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『
春
は
名
の
み
の
風
の
寒
さ
や
』
と
歌
わ
れ
る
様
に
、
立

春
の
頃
の
日
本
列
島
は
俳
句
の
季
語
と
し
て
は
、
う
ら
ら
か

な
春
の
お
と
ず
れ
を
告
げ
る
優
し
い
風
の
様
な
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
。
し
か
し
立
春
の
頃
（
2
月
4
日
頃
か
ら
春
分
3

月
21
日
）
ま
で
の
間
に
吹
く
そ
の
年
の
最
初
の
南
寄
り
の

暖
か
く
て
、
強
い
風
の
事
で
あ
り
、
日
本
列
島
は
ま
だ
ま
だ

厳
し
い
寒
気
に
覆
わ
れ
て
い
る
中
で
8
メ
ー
ト
ル
以
上
の

風
が
条
件
で
す
。
元
々
は
日
本
海
西
部
の
漁
師
さ
ん
達
に
間

で
伝
わ
る
言
葉
で
す
。
春
の
始
め
に
吹
き
、
海
難
事
故
等
で

多
く
の
漁
師
さ
ん
達
の
命
を
も
奪
う
甚
大
な
被
害
を
招
く

暴
風
と
し
て
怖
れ
ら
れ
、
春
一
番
は
漁
師
さ
ん
仲
間
で
は
春

一
（
は
る
い
ち
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

西
日
本
で
は
大
体
2
月
1
日
か
ら
2
月
16
日
の
間
で

吹
い
て
い
ま
す
が
、
遅
い
年
も
あ
り
1995
年
に
福
岡
と
大
阪

で
3
月
16
日
・
東
京
で
3
月
17
日
の
時
が
有
り
ま
し
た
。 

春
一
番
の
吹
く
天
気
図
の
基
本
は
、
千
島
列
島
付
近
に
発

達
し
た
低
気
圧
が
あ
り
、
日
本
付
近
は
西
高
東
低
の
冬
型
の

気
圧
配
置
で
、
こ
の
時
更
に
日
本
海
南
部
（
山
陰
沖
）
に
小

さ
な
低
気
圧
が
発
生
し
、
寒
冷
前
線
を
引
き
ず
り
な
が
ら
北

海
道
付
近
に
進
み
、
ダ
ブ
ル
低
気
圧
が
発
達
し
、
日
本
の
北

は
深
い
大
き
な
気
圧
の
谷
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
為
日
本
付
近
は
全
国
的
に
大
荒
れ
の
天
気
と
な
り
、

今
年
の
様
に
寒
気
が
強
く
各
地
で
積
雪
の
多
い
処
で
は
雪

に
依
る
融
雪
洪
水
、
な
だ
れ
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
、
ま
た
ま

れ
に
数
拾
年
・
数
百
年
に
一
度
の
大
規
模
な
地
滑
り
等
、
海

陸
何
処
で
も
大
き
な
被
害
が
出
ま
す
。
春
を
呼
ぶ
に
は
少
し

厄
介
な
お
土
産
付
き
で
す
。 

  
天
ち
ゃ
ん
の
防
災
教
室 

第
二
部 

春
一
番 

「掛合診療所で健康管理させてもらえませんか？」 

雲南市立病院 地域ケア科 太田龍一 

あけましておめでとうございます！今年もよろしくお願いします。平素から当院の活動に対してご理

解とご協力をいただきありがとうございます！ 

今年から地域自主組織の方々のご協力をいただき、掛合診療所からのお知らせや情報提供に関して紙

面をいただけることになりました。掛合診療所として、地域の皆様に開かれた診療所として、多くの方に

ご利用いただけるように努力していきたいと思っております。引き続きどうぞよろしくお願いします。 

 

今月のテーマは「診療所での健康管理」についてです。 

 

昨年からの新型コロナ感染症で地域の検診が円滑に行われていない状況があります。日頃、血圧やコレ

ステロール検診、がん検診などを受けて健康管理をされている方々の中で、検診を受けたくても受けられ

ていないという方がいるかと思います。掛合診療所では、人間ドックなどとは別に、「ご自身の健康に不

安のある方」や「日頃から健康に気をつけているが、最近検診を受けていないので心配な方」の相談を積

極的に行います。 

 

また「現在気になっている症状や病気」や「必要な検査や治療」について、内科に限らず、どんな症

状や病気に対しても相談対応させていただきます！ 

相談希望の方は毎週月〜木曜日、直接診療所へ来ていただくか、62-0135 へご連絡いただき、「掛診だ

よりを見た」と言っていただければ幸いです。 

地域の皆様が、気楽に相談し利用できる診療所になれるように努力して参りますので、引き続きご指導

ご鞭撻のほどよろしくお願いします！ 



 

日 曜 催し物・部活動 教室・サークル 日 曜 催し物・部活動 教室・サークル 

１ 月   １７ 水 ・行政相談 ・さざんかの会 

２ 火 ・健康相談 
・ケアピラティス 

・ひまわり教室 

・そろばん 
１８ 木  

・パソコン教室 

・コールヨリージョ 

３ 水 ・室内運動教室 ・さざんかの会 １９ 金  ・そろばん 

４ 木  
・パソコン教室 

・コールヨリージョ 
２０ 土  ・トールペイント 

５ 金  ・そろばん ２１ 日   

６ 土   ２２ 月   

７ 日   ２３ 火 ・天皇誕生日 
・ひばり会 

・そろばん 

８ 月   ２４ 水 ・いきいきサロン ・なのはな会 

９ 火  
・ケアピラティス 

・ひばり会 

・そろばん 
２５ 木  

・さわやかクラブ 

・コールヨリージョ 

１０ 水 
・いきいきサロン 

・室内運動教室 
・なのはな会 ２６ 金  ・そろばん 

１１ 木 ・建国記念日 ・コールヨリージョ ２７ 土   

１２ 金  
・切り絵同好会 

・そろばん 
２８ 日   

１３ 土       

１４ 日       

１５ 月       

１６ 火 
・申告相談 

（24日まで） 

・ケアピラティス 

・そろばん 

※   は休館日です。 

予定は変更されることがあります。 

いきいきサロン開催のご案内♩ 

いろんなことがあった２０２０年。気の知れ

た仲間と集まり、たわいもない話をして過ごせ

る日々が突如、気軽に集まれなくなりました。 

そんな中、たくさんの方にご協力をいただき、

いきいきサロンを開催して参りました。 

本年度も残るところあとわずか。「ちょっこし

行ってみーかね！」という方はこの機会にお越

しいただけますと喜びます♩♩ 

【日程】2 月 10 日（水）9 時～11 時半 

    2 月 24 日（水）9 時～11 時半 

【場所】掛合交流センター 多目的室 

【内容】まめなかね体操、季節の遊び、など 

【参加費】100 円（お茶代） 

※マスクをご着用のうえお越しください。 

 

🖌🖌🖌🖌🖌🖌🖌🖌

も
の 

（８１句中８句入選） 


